


































































































































































































































































ないものの、住まいは手狭で生活が貧しいということを言うものであろう。一方、王の第一首第二句は蘇軾の「金門寺中見李留臺与二銭唱和四絶句。戯用其韻跋之」詩其四 結句を踏まえ、鯢山 詩風流ぶりは『玉臺新詠』 趣に似通っていると思うと言お として
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いる。第四句は、言うまでもなく李白の「山中与幽人対酌」詩の結句を下敷きにしている。第二首第三句は、新豊の旅館に泊まった馬周が一斗八升もの酒を注文して、一人で杯を重ねたが、旅館の主人は構ってくれなかったと う故事（新旧『唐書』本伝）を踏まえている。また、 第五句は南宋の杜耒の「寒夜」詩の「寒夜客来茶当酒」を下敷きにし いるようである。
陸中での王治本のその他の活動としては、鯨山の弟子である上村

























王治本はこれ以後、 一ヶ月足らずの間、 陸奥に滞在するので、 種々






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ちに御馳走した際、子供がいないため自ら工事 参加して御馳走に預かった絳県のある老人が、一緒に食事をしていたほかの者に年齢を聞かれ、 「自分は賤しく、歳の数え方を知らないが、自分の生まれた年は正月甲子の朔で、それから四百四十五回目の甲子がめぐった。その最後の甲子の日から今日まで三分の一が過ぎた」と答えたので、七十三歳と判明したという故事（ 『春秋左氏伝』襄公三十年）を踏まえ、要するに広田敬明が長寿に恵 れていること 言ったものであろう。第三・四句は 治元年から四年にかけての頃の弘前藩の歴史に関係する。戊辰戦争が まる頃元幕府の軍艦奉行榎本武揚等 率ゐる脱走軍艦襲来の風聞」等 起こったため、 「津軽藩にては国中沿岸其要所要所に兵備を整 えることになり、深浦では「郷兵一小隊を組織して警固に任じ」 、 広田仲吾 （敬明） が隊長となり、
「四十人を以て一隊とした」
 27。第四句は、その時の広田の貢献を
表現したものであろう。さて、事平らぐや、広田は最後の藩主で版籍奉還により知藩事を務めていた津軽承昭（一八四〇～一九一六）により「擢んでて市正に任」ぜられたが、承昭が「耕 を購い兵士に分かち与えんと欲し」 、広田に「命じて市民に伝諭することを謀」らしめたのに対し、広田は「 情を具陳し」 「之を論駁し」 、 「唯市の豪富の餘田のみ以て藩士に分かち与」えることを主張して、認められた
 28。以上のことを第三句は表現しているものと考えられ
る。末句 「舞」はおそらく「五」の誤りであろう（ の両字は現代中国語音が同じ） 。 「五綵歓騰」は、若干ずれ はいるものの、老萊子が七十歳になっても常に五彩の衣を着て嬰児の真似を 、親を楽しませたという故事（ 『藝文類聚』巻二十所引『列女伝』 ）を利用した表現と見られる。
広田敬明もしくは雄太郎と王治本とが知り合った経緯は不明であ
るが、彼らが知り合ったこと きっかけで、広田敬明、及び深浦の円覚寺の住職であった海浦義観（号竹斎。一八 四～一九二一）と、はるか西南 土佐の詩人 ちとの間に交流関係が生じたようである。海浦義観は雄太郎の「膠漆の友」で、 『養老集』巻頭の「寿序引」を執筆しているが、博識で仏教に関する多くの著書、文稿、詩稿を残しており、特に日本初 修験道概説書を著したこと 知られている
 29。さて、 交流関係が生じたことを裏付ける事柄は二つある。












































































 『岩手県学事彙報』 第二九六号、 九皐堂。本稿所引の記事は十一頁に見える。
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11 二十六年（一月一日現在） 『職員録（甲） 』 （内閣官報局）の弘前裁判所の項に、判事の一人として福原資忠の名がある。なお、 『官報』の記載により経歴をたどってみると、福原はその後、青森、秋田両県の判事職を経た後、三十八年に本庄 埼玉県）に異動し、四十二年には「判事正五位勳五等」として「勲四等授瑞宝章」に叙せられている。12  「挊喜 は意味不明。 『大漢和辞典』 （巻五、 四八六三頁） によれば、 「挊」 は 「弄」の俗字。また 外崎覚の『六十有 年』 （外崎浩、一九二 ）では「呈清人王漆園」という題で、第二句 「黎 を「
」に作る。
13 伊藤徳一 『東奥日報と明治時代』 （東奥日報社、 一九五八年） 三十二頁。なお、外崎覚は、森鷗外が「渋江抽斎」 （一九一六年） 執筆するため津軽の歴史を調べた際、多くの知見を提供したと言われる（本田伸「森林助宛の通の書簡―花山院忠長の津軽滞在をめぐって―」 、 『弘前大学國史研究』第一二三号、三十七頁 二〇〇七年） 。14 弘前吟社編輯兼発行『鷗盟集』 （一九二〇年）巻一、 三十 ～三十八丁。なお、同書の「例言五則」の一つに「本書所輯係 二十五年以後津軽諸同人詩」とある に拠れば、遅くとも二十五 までには弘前吟社というものが成立していたこと なる。15 ちなみに今成男は、 「考現学」の提唱で有名な今和次郎（一八八八～一九七三）と銅版画家として有名な今純三（ 八九三～一九四四）の父である。また、成男の弟で、北大 総長を務めた今裕（一八 六～一九五四）の還暦を記念して出版された武田勝男編輯兼発行『今博士還暦記念誌』 （一九 九年） 巻頭の 今博士 幼年時代」 という見出しの写真 は長兄として五十歳頃の成男も写ってい 。
16 この識語は第二首の後半「対花為熱瓣香奠 曾守蓮堂半日斎」について述べたものであると考えられるが、 私は遺憾ながら、 こ 二句が読解できない。17 川村善之進については青森県人名事典編さん室（主幹尾崎竹四郎）編『青森県人名大事典』 （東奥日報社、一九六九年）一六三 一六四頁等。









22 兼松成言纂輯『津軽藩祖畧記』 （下沢保躬、明治九年）23 『漢語大詞典』第十二巻一〇一二、 一〇一三頁「黄韲白飯」 、 「黄齏」の条。24 松木明知「弘前藩医松野因策とその系譜」 『弘前医 』第五十一二〇〇〇年）一二二頁。
25 身元義順編『養老集』 。26 『養老集』巻頭の竹斎海浦義観撰「寿序引」 、 『青森県人名大事典』五六六頁「広田敬明」 「広田仲吾」の項 なお 敬明と仲吾は同一人物と考えられる。 石崎伝三郎 （西津軽郡深浦町二一八） 編輯兼発行 『深浦町誌』 （一九三四年）の四十六、 四十九、 五十三、 一〇一頁にも広田仲吾としてその事績 記されている。27 『深浦町誌』四十六頁。28 『養老集』 巻頭の竹斎海浦義観撰 「寿序引」 （もと漢文） 、 『深浦町誌』 一〇一頁。29 深浦町編『深浦町史』下巻（深浦町役場、 一九八八年）五六二～五六四頁、
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『青森県人名事典』七十六頁。30 作者と詩題を示す。山本弘堂（？～一九〇七） 「詠石賀広田敬明翁古稀」 、浜田石軒「仝」 、田中璞堂（一八三一～一九〇八） 「賀広田敬明翁古稀」 、三浦一竿「仝
　
二首」 、茨木皆山（一八三五～一九一二） 「仝」 、沢村之竹
（一八一五～九〇） 「仝」 、生原冠山「仝」 、渡辺白鷗「仝」 。31 故三浦漁（ ） 『江漁晩唱集』下巻（三浦万里、 四十二年）二十、 二十一丁。32 題は「賀青森人広 敬明七十 に変わっているが、詩句は同じ。33 柴田清継・蔣海波「明治期高知における日中文人の交流―旅の詩人王治本を中心として―」 （ 『日本語日本文学論叢 第七号、 二〇 二年）七十六頁。34 芳賀勝安『九宜楼詩抄』 （雄岳堂、二十四年
?）下巻。
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